平成１６年９月２７日

アルキルフェノールの価格修正について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　油化スケネクタディー株式会社

　油化スケネクタディー株式会社（本社：東京都港区、社長：ﾁｬｰﾙｽﾞG. ｸﾞﾘｽｳｫﾙﾄﾞ、出資比率：三菱化学50%、ｽｹﾈｸﾀﾃﾞｨｰｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ50%）は、製造・販売しておりますアルキルフェノール３品目（ＰＴＢＰ：パラターシャリブチルフェノール、ＰＴＯＰ：パラターシャリオクチルフェノール、ＰＤＤＰ：パラドデシルフェノール）につきまして、本年１０月１日出荷分より、本年９月出荷価格比で＋２３円／ｋｇの価格修正を実施することと致しました。

弊社は、諸原料価格の高騰を受けまして、今年２月、６月の二度にわたり、アルキルフェノール製品の価格修正を行いました。しかしながら、その後、ナフサ、ベンザン価格がかつてない水準まで引き続き上昇していることを背景として、主原料であるフェノールで大幅な三次価格修正が実施された上、さらには、イソブチレン、ジイソブチレン等、他の原料価格も一層の高騰を続けております。これら諸原料価格の上昇による大幅なコストアップは、弊社アルキルフェノール事業の採算に極めて深刻な影響を及ぼしており、弊社と致しましても、自助努力によるコストアップ吸収に最大限努めてはおりますが、これまで二度の価格修正幅だけではとても堪えられない状況まで至っております。

従いまして、今回、上記の原料事情からやむなく、１０月１日出荷分からのさらなる価格修正をお願いせざるを得ない状況となりました。よろしくご理解の程、お願い申し上げます。
記

1． 原料前提：

· 　国産基準ナフサ価格：　３５，０００円／KL前後　（１０～１２月見込み）　

· 　ベンゼン価格：　　　　　 米国コントラクト価格：　３６２￠／gal　（７～９月平均）
·  国内フェノール価格：　　第三次価格修正（三菱化学）　＋２３円／kg

2． 対象製品：

ＰＴＢＰ：　パラターシャリブチルフェノール　　

ＰＴＯＰ：　パラターシャリオクチルフェノール　

ＰＤＤＰ：　パラドデシルフェノール

3． 値上げ幅：　＋２３円／kg　（本年９月価格比）

4． 時期：　平成１６年１０月１日出荷分以降

以上

